
■⼭形市街地は⾺⾒ヶ崎川扇状地の上に
発達した街であり、⼭形五堰はその扇
頂部から取⽔したのち、枝分かれを繰
り返しながら市街地を流下している。
かつては⽣活・産業⽤⽔としても利⽤
されながら約2,400haの⽔⽥を潤してき
た。現在も、農業⽤⽔のほか市街地の
景観形成にも活かされる等、⼭形市の
街並みの特徴の⼀つとなっている。
■⽔源となる⾺⾒ヶ崎川は、流域⾯積が
狭く、また、⼭形盆地は⾬量が⽐較的
少ない気候のため、⽔量は安定せず、
慢性的な⽔不⾜に悩まされてきた。
■⽔不⾜を補うため、限られた⽔量を効
率的に配分するための⼯夫がいくつも
あった。これらは、先⼈たちが永年繰
り返してきた⽔争いの中で⽣み出した
慣⾏であり、⼭形五堰がいかに重要な
ものであったかを⽰している。

問い合わせ先 山形市役所農林部農村整備課 TEL. 023-641-1212内線440・441

世界かんがい施設遺産

［山形県・山形市］

⼭形五堰
や ま が た ご せ き

⼭形市街地の発展と農業⽣産を⽀え、地域を潤した400年の歴史

Yamagata-goseki Irrigation System

中⼼市街地商店街を流れる⼭形五堰（現在） 昔ながらの⽯積⽔路と⽔⾞（現在）

⼭形五堰の分⽔率（⾺⾒ヶ崎川）
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